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田鍬智志　競馬節会行幸の舞楽《蘇芳菲・狛龍》から因幡の麒麟獅子舞へ〔二〕

一
、
池
田
光
仲
創
始
説
の
疑
問
点

前
稿
「
競
馬
節
会
行
幸
の
舞
楽
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
か
ら
因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞
へ

〔
一
〕」（
田
鍬 

二
〇
二
〇
、
以
下
「
第
一
報
」）
に
お
い
て
、
初
代
鳥
取
藩
主
池
田
光
仲

が
、
自
ら
創
建
し
た
東
照
宮
の
祭
礼
に
登
場
さ
せ
た
と
さ
れ
る
因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞
は
、

東
照
宮
祭
礼
以
前
か
ら
因
幡
の
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
提
唱
し
、
そ
し
て
、
そ

の
舞
は
、五
月
節
会
の
競
馬
行
幸
に
被
り
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
た
《
蘇
芳

菲
》
と
い
う
霊
犬
の
舞
楽
（
競
馬
行
事
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
た
た
め
馬
ら

し
い
頭か

し
らに
さ
れ
た
）
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

麒
麟
獅
子
舞
が
舞
楽
《
蘇
芳
菲
》
を
祖
型
と
考
え
る
根
拠
と
し
て
、い
く
つ
か
の
伝
承

地
区
で
麒
麟
獅
子
と
と
も
に
、
藁
や
棕
櫚
で
つ
く
っ
た
駒こ

ま
が
た形
が
で
る
こ
と
を
ま
ず
挙
げ

た
。《
駒
形
》
は
、
右
方
舞
《
狛
龍
》
の
別
名
で
、
左
方
舞
《
蘇
芳
菲
》
の
番

つ
が
い

舞ま
い

で
あ
る
。

左
方
《
蘇
芳
菲
》
右
方
《
狛
龍
》
の
両
方
の
伝
承
例
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
の
一
つ
に
あ
げ

た
。
ま
た
、
伝
承
笛
旋
律
の
な
か
に
は
、
古
譜
に
載
る
《
蘇
芳
菲
》
や
《
狛
龍
》
の
音
進

行
と
一
致
度
の
高
い
例
が
あ
る
。
こ
れ
も
、《
蘇
芳
菲
》
源
流
説
を
後
押
し
す
る
も
の
で

あ
る
。

さ
て
、
こ
の
本
稿
第
二
報
で
は
、
あ
ら
た
め
て
本
研
究
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
先
行
研

究
が
提
唱
し
た
二
説
の
検
証
を
お
こ
な
っ
て
み
た
い
。
い
ず
れ
の
説
も
、鳥
取
初
代
藩
主

池
田
光
仲
創
始
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
永
井
猛
氏
が
『
因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
八
）
で

提
唱
し
た
説
で
、
初
代
藩
主
池
田
光
仲
が
、
鳥
取
東
照
宮
祭
礼
創
始
に
際
し
て
、
守
護
獣

と
し
て
一
本
角
の
獅
子
の
舞
楽
《
狛
犬
》《
蘇
芳
菲
》
の
系
統
の
舞
を
登
場
さ
せ
た
、
と

す
る
説
で
、（
筆
者
の
前
稿
お
よ
び
本
稿
に
お
い
て
提
唱
す
る
節
を
除
き
）
も
っ
と
も
最

近
の
新
説
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
は
、
池
田
光
仲
が
鳥
取
東
照
宮
祭
礼
創
始
に
際
し
て
、
善
政
を
お
こ
な
え

ば
出
現
す
る
と
さ
れ
る
麒
麟
を
象
っ
た
シ
シ
に
猩
々
を
組
み
合
わ
せ
、新
た
な
獅
子
舞
を

創
出
し
た
と
す
る
、
故
野
津
龍
の
説
（
一
九
九
三
）
で
、
鳥
取
で
は
既
成
事
実
化
し
て
い

る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
現
在
も
っ
と
も
膾
炙
さ
れ
て
い
る
説
で
あ
る
。

第
一
の
永
井
説
が
主
張
の
一
つ
と
す
る
《
狛
犬
》
起
源
説
で
あ
る
が
、こ
れ
は
第
一
報

に
お
い
て
、
芸
態
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
ひ
く
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

し
て
《
蘇
芳
菲
》
起
源
説
で
あ
る
が
、
検
証
す
べ
き
問
題
は
、
十
七
世
紀
の
半
ば
に
お
け

る
舞
楽
と
し
て
の
《
蘇
芳
菲
》
の
上
演
機
会
の
程
度
で
あ
る
。
光
仲
そ
し
て
彼
を
と
り
ま

く
人
々
は
、《
蘇
芳
菲
》
舞
を
み
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
の
野
津
説
に
お

い
て
検
証
を
要
す
る
問
題
は
、東
照
宮
祭
礼
創
始
に
お
い
て
光
仲
が
そ
こ
ま
で
麒
麟
獅
子

な
る
シ
シ
の
舞
に
想
い
入
れ
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、多
少
な
り
と
も
記
録
に
現
れ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
原
島
知
子
氏
も
疑
問
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
、
光
仲
の
麒
麟
獅
子
に
関
す
る

言
動
が
史
料
に
一
切
み
え
な
い
の
は
な
ぜ
か
（
原
島
二
〇
二
〇
、九
五
頁
）。
加
え
て
、江

戸
時
代
通
じ
て
、
こ
の
シ
シ
の
舞
は
「
麒
麟
」
と
呼
ば
れ
て
お
ら
ず
、「
獅
子
舞
」
で
あ

る
。
東
照
宮
祭
礼
に
際
し
て
光
仲
が
、「
麒
麟
」
に
た
い
す
る
想
い
入
れ
の
有
無
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
光
仲
の
主
眼
・
興
味
対
象
は
は
た
し
て
シ
シ
の
舞
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。筆

者
は
、
第
一
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
池
田
光
仲
が
中
央
の
《
蘇
芳
菲
》
を
採
り
入
れ

競
馬
節
会
行
幸
の
舞
楽
《
蘇
芳
菲
・
狛
龍
》
か
ら
因
幡
の
麒
麟
獅
子
舞
へ
〔
二
〕

田
鍬　

智
志

（
二
十
一
）
64



（
二
十
二
）
63

て
麒
麟
獅
子
舞
を
創
始
し
た
の
で
は
な
く
、そ
れ
ま
で
す
で
に
因
幡
の
地
に
根
付
い
て
い

た
《
蘇
芳
菲
》
ら
し
き
舞
を
東
照
宮
祭
礼
に
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
。
で
は
、《
蘇
芳
菲
》

ら
し
き
舞
は
ど
の
時
代
に
因
幡
に
伝
播
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、池
田
光
仲
に
と
っ

て
、シ
シ
舞
は
（
王
朝
時
代
の
競
馬
節
会
《
蘇
芳
菲
》
を
想
起
さ
せ
る
一
要
素
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
）
果
た
し
て
そ
れ
ほ
ど
強
い
想
い
入
れ
の
対
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
第
二
稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て
両
氏
の
説
を
深
く
ほ
り
さ
げ
て
検
証
す
る
と
同
時
に
、

因
幡
ふ
く
む
山
陰
地
方
の
中
世
競
馬
の
伝
播
状
況
、
そ
し
て
、
東
照
宮
祭
礼
創
始
の
光
仲

の
「
真
の
ね
ら
い
」
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
競
馬
節
会
行
幸
と
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の
消
長

競
馬
の
行
事
そ
れ
に
付
随
す
る
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
が
、
い
つ
ご
ろ
因
幡
に
伝
播
し

た
か
、
の
こ
と
を
推
定
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
上
古
中
世
の
中
央
に
お
け
る
競
馬

行
事
、
お
よ
び
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の
上
演
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

第
一
報
（
田
鍬
二
〇
二
〇
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
は
、
弘（

八
一
〇
〜
二
四
）

仁
年
間

に
初
め
て
競
馬
行
幸
に
舞
わ
れ
た
と
い
い
、
そ
の
後
通
例
と
な
っ
た
（『
教
訓
抄
』
所
引

「
古
記
」〔
第
一
報
註
解
⑭
〕、お
よ
び
『
仁
智
要
録
』
巻
第
七
《
蘇
芳
菲
》
譜
前
書
き
〔
第

一
報
注
4
〕）。　

内
裏
の
西
側
に
は
宴
の
松
原
と
い
う
広
場
が
あ
り
、そ
こ
の
一
部
に
馬
場
と
競
馬
天
覧

の
た
め
の
建
物
で
あ
る
武
徳
殿
が
あ
っ
た
（
図
16
）。
毎
年
五
月
の
競
馬
節
会
で
は
天
皇

が
内
裏
を
で
て
武
徳
殿
ま
で
を
行
幸
し
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
が
付
き
従
っ
た
。
競
馬
・

行
幸
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
舞
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
源

（
九
一
四
〜
八
三
）

高
明
撰
と
さ
れ
る『
西

宮
記
』
の
四
月
廿
八
日
「
駒
牽
」
の
項
と
、
五
月
六
日
「
幸
武
徳
殿
」
の
項
に
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
。

四
月
廿
八
日
「
駒
牽
」： 

天
皇
幸
二
武
徳
殿
一
。（
中
略
）
日
暮
入
御
。
王
卿
下
車
駕
還
。

无
二
鈴
奏
一
。

雅
楽
奏
二
駒
形
一
。

五
月
六
日
「
幸
武
徳
殿
」： （
前
略
）
日
暮
、
入
御
。
王
卿
列
立
。
還
宮
間
、
雅
楽
、
且

行
奏
二
蘇
芳
菲
・
駒
形
等
一
。
到
宣
秋
門
一
、

停
止
二
止
之
一
。

こ
の
よ
う
に
十
世
紀
に
な
る
と
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
（
駒
形
）》
の
舞
は
な
く
、
天
皇

が
還
御
す
る
際
の
奏
楽
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
還
御
の
行
列
に
は
列
す
る
も
の
の
、す
で

に
舞
と
し
て
上
演
の
機
会
を
失
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
た
だ
し
、両
演
目
は
こ

の
期
に
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
上
演
機
会
は
別
の
場
に
移
行
し
た
。

『
教
訓
抄
』
に
は
「
又
船
楽
ニ
モ
奏
レ
之
」（
第
一
報
註
解
⑯
）
と
あ
る
。《
蘇
芳
菲
》
の

船
楽
に
関
係
す
る
上
演
例
と
し
て
は
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
廿
三
や
藤

（
九
五
七
〜
一
〇
四
六
）

原
実
資
の
日
記
『
小 図 16　武徳殿・宴の松原と内裏の位置関係 （筆者作図）
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右
記
』
に
み
え
る
、
萬（
一
〇
二
四
）

壽
元
年
の
高か
や
の
い
ん

陽
院
行
幸
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

高
陽
院
は
、も
と
桓
武
帝
第
七
皇
子
の
高
陽
親
王
の
邸
宅
の
あ
っ
た
場
所
に
藤
原
頼
通

が
治（

一
〇
二
一
）

安
元
年
に
造
営
し
た
広
大
な
邸
宅
で
、寝
殿
の
四
方
に
は
池
泉
が
配
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
頼
通
と
父
道
長
は
萬
壽
元
年
九
月
に
、
後
一
条
天
皇
・
皇
太
子
・
太
皇
太
后
彰
子

を
高
陽
院
に
招
い
て
臨
時
の
競
馬
を
催
し
た
。こ
の
と
き
東
の
對
が
馬
場
殿
と
し
て
使
用

さ
れ
た
と
い
う
。
天
皇
や
東
宮
は
到
着
後
、
そ
れ
ぞ
れ
寝
殿
、
西
の
對
に
入
り
、
上
達
部

た
ち
は
西
廊
に
控
え
て
、
関
白
の
饗
応
を
受
け
た
。
そ
し
て
関
白
が
献
じ
た
馬
十
疋
が
、

天
皇
・
東
宮
の
御
前
に
て
引
き
廻
さ
れ
て
、
左
右
五
疋
ず
つ
振
り
分
け
ら
れ
た
（
す
な
わ

ち
駒
牽
に
相
当
す
る
次
第
）。
そ
の
あ
と
馬
場
殿
で
あ
る
東
の
對
へ
移
動
し
た
。
そ
の
間

に
前
庭
（
寝
殿
の
前
庭
か
）
で
《
蘇
芳
菲
》《
駒
形
（
狛
龍
）》
が
舞
わ
れ
た
。
両
書
に
よ

れ
ば
、
楽
人
は
船
上
に
て
奏
し
、
舞
は
寝
殿
前
庭
で
舞
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

は
か
な
く
九
月
に
も
な
り
ぬ
。
関
白
殿
、
高
陽
院
殿
に
て
駒
競
せ
さ
せ
給
て
、
行
幸
・
行

啓
あ
る
べ
き
御
い
そ
ぎ
あ
り
。（
中
略
）
同
じ
月
の
十
九
日
、
駒
競
せ
さ
せ
給
。（
中
略
）

西
の
對
に
は
上
達
部
着
き
給
ぬ
。
さ
る
べ
く
皆
物
な
ど
き
こ
し
め
し
参
り
て
、や
う
く
船

楽
ど
も
漕
ぎ
出
で
た
り
。
そ
は
ひ
・
こ
ま
が
た
な
ど
さ
ま
ぐ
舞
ひ
出
で
、
今
は
東
の
對
に

渡
ら
せ
給
。

 

（『
榮
花
物
語
』
巻
第
廿
三
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
）

巳
時
上
御
寝
殿
、
従
渡
御
馬
場
、
改
着
御
青
色
、
前

例
欤
、
可
尋
、
此
間
駒
形
・
蘇
芳
菲
等
出
舞
前
庭

 

（『
小
右
記
』
萬
壽
元
年
九
月
十
九
日
条
）

十
一
世
紀
以
降
に
な
る
と
、藤
原
氏
長
者
や
上
皇
な
ど
は
自
ら
の
私
宅
に
天
皇
を
招
い

て
競
馬
を
催
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
場
合
は
、
端
午
の
競
馬
節
会
の
よ
う
な
《
蘇
芳
菲
》

《
狛
龍
》
を
従
え
た
賑
々
し
い
行
幸
行
列
で
は
な
く
、
邸
宅
内
の
池
泉
で
船
楽
と
し
て
奏

さ
れ
て
い
る
。　

康（
一
一
〇
二
）

和
四
年
、
白
河
上
皇
の
離
宮
で
あ
る
鳥
羽
院
（
一
〇
八
六
年
造
営
）

に
堀
河
天
皇
が
行
幸
し
た
と
き
の
臨
時
競
馬
で
も
、
龍
頭
鷁
首
の
二
艘
の
船
が
と
も
に

《
蘇
芳
菲
》
を
演
奏
し
た
。
東
の
仮
橋
・
東
頭
よ
り
蘇
芳
菲
・
狛
龍
が
舞
な
が
ら
進
み
出

て
、
左
右
の
乗
尻
（
騎
手
）
ら
は
馬
場
・
西
頭
よ
り
参
上
し
た
と
、
藤

（
一
〇
六
二
〜
一
一
四
一
）

原
宗
忠
の
日
記

『
中
右
記
』
に
み
え
る
。

巳
時
許
諸
卿
参
入
、依
可
有
競
馬
御
覧
也
。（
中
略
）龍
頭
鷁
首
両
船
奏
蘇
芳
菲
楽
、左
右
共
同
楽
、

船
差
童
部
、

於
東
假
橋
東
頭
、
蘇
芳
菲
狛
龍
且
舞
且
行
、
狛
龍
世
號
駒
形

、

左
右
乗
尻
等
参
向
於
馬
場
西

頭
、

 

（『
中
右
記
』
康
和
四
年
閏
五
月
十
五
日
条
）

し
か
し
私
邸
競
馬
に
お
い
て
も
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の
舞
は
必
ず
し
も
必
要
不
可
欠

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、奏
楽
の
み
で
済
ま
す
例
も
あ
る
。
高
陽
院
競
馬
行
幸
よ
り
遡
る

こ
と
七
年
の
長（

一
〇
一
四
）

和
三
年
「
土
御
門
殿
競
馬
次
第
」
で
は
、還
御
の
際
に
《
蘇
芳
菲
》
の
奏

楽
が
御
輿
を
先
導
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

競
訖
、
次
還
賀
、
近
衛
府
奏
東
遊
、
一 

勝

方
少
将 

以
下
舞
、
少
将
者

二
人
、

（
中
略
）
此
間
雅
楽
前
行
、
蘇
芳
菲

在

左
、

還
宮
乗
輿
、（『
江
家
次
第
』
所
引
）

こ
の
よ
う
に
私
邸
行
幸
競
馬
に
お
い
て
は
一
々
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
を
演
じ
る
場
を

設
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
鳥
羽
院
行
幸
競
馬
の
還
御
の
と
き
は
、「
還
御
之
時

蘇
芳
菲
狛

龍
不
供
奉

」（
中
右
記
同
条
）
と
あ
っ
て
、
両
曲
の
奏
楽
さ
え
も
省
略
し
て
い
る
。
天
皇
や
上
皇

が
内
裏
を
す
て
て
馬
場
・
馬
場
殿
を
そ
な
え
た
公
卿
の
邸
宅
を
里
内
裏
と
し
た
こ
と
や
、

そ
れ
に
相
反
し
て
内
裏
が
荒
廃
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、天
皇
が
国
家
行
事
と
し
て
武
徳
殿

競
馬
を
催
し
て
い
た
時
代
か
ら
、
私
的
に
競
馬
を
楽
し
む
時
代
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
。

《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
と
「
五
月
競
馬
節
会
行
幸
」
と
の
脈
略
は
希
薄
に
な
り
、結
果
と
し

て
上
演
機
会
の
減
少
を
招
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

平
安
後
期
の
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
寛（

一
〇
九
三
）

治
七
年
よ
り
賀
茂
社
の
競
馬
が
始
ま
る
。

江
戸
中
期
の
延（

一
六
八
一
〜
二
）

寶
八
〜
九
年
の
編
纂
資
料
で
は
あ
る
が
『
賀
茂
注
進
雑
記
』
第
二
「
祭
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礼
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

五
月
五
日
競
馬
は
堀
河
院
の
御
叡
願
に
て
五
穀
成
就
天
下
安
全
の
御
祝
禱
と
し
て
寛
治

七
年
よ
り
始
ら
る
。
十
番
廿
疋
の
馬
料
を
寄
ら
れ
例
年
に
執
行
せ
し
め
ら
る
。
か
の
武
徳

殿
に
て
あ
り
し
面
影
を
う
つ
さ
れ
勝
負
の
樂
を
奏
し
、
神
寶
な
ど
も
以
前
に
渡
る
也
、
乗

尻
は
近
衞
司
の
左
右
に
あ
ら
そ
ふ
事
身
を
す
て
て
勝
負
を
き
そ
ひ
い
ど
み
し
と
ぞ
み
え

し
。（
中
略
）
又
競
馬
右
方
の
か
ち
た
る
は
狛
の
亂
聲
を
奏
す
る
と
い
へ
り
。（
中
略
）
此

競
馬
料
も
壽
永
元
暦
の
比
社
納
な
く
な
り
て
候
つ
る
を
鎌
倉
右
幕
下
の
御
く
だ
し
文
、東

鑑
に
記
さ
れ
た
る
ご
と
く
神
領
五
十
餘
ヶ
所
よ
せ
ら
れ
し
内
に
東
鑑
四
十

二
ヶ
所
、十
番
の
馬
所
載
せ

て
候
。（
中
略
）
元
享
の
比
競
馬
料
運
送
な
か
り
し
を
、尊
氏
将
軍
の
御
時
の
下
文
に
て
、

他
國
の
神
領
少
々
か
へ
し
よ
せ
ら
れ
て
、
諸
神
事
簡
略
な
が
ら
社
家
の
沙
汰
と
し
て
無
二

退
轉
一
勤
来
候
。
武
家
の
御
所
よ
り
御
祈
の
た
め
名
馬
な
ど
引
た
て
ら
れ
て
度
々
御
覧
じ

け
る
事
あ
り
。

賀
茂
社
の
競
馬
は
、
寛（

一
〇
九
三
）

治
七
年
に
堀
（
在
位
一
〇
八
七
〜
一
一
〇
七
）

河
天
皇
の
御
願
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
い

う
。「
か
の
武
徳
殿
に
て
あ
り
し
面
影
を
う
つ
さ
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寛
治
七
年
当
時

す
で
に
武
徳
殿
競
馬
節
会
が
絶
え
て
い
た
武
徳
殿
の
競
馬
節
会
を
模
し
た
と
あ
る（1）
。そ
の

前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
天
皇
主
宰
に
よ
る
端
午
競
馬

節
会
が
、武
家
な
ど
の
有
力
者
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
す
る
賀
茂
競
馬
に
引
き
継
が
れ
て
武
徳

殿
競
馬
は
そ
の
頃
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。鎌
倉
時
代

の
武
徳
殿
の
状
況
、
競
馬
そ
し
て
《
蘇
芳
菲
》
の
開
催
状
況
を
、
藤
原
孝
道
は
『
雑
秘
別

録
』（
嘉（

一
二
二
七
）

禄
三
年
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

蘇
芳
菲

こ
れ
も
樂
の
し（

記

し

）

る
し
文
に 

こ
ま
か
に
あ
れ
ど
も
。
㉓
五
月
會
に
武
徳
殿
の
こ（
小
）
五
月

く（

競

）

ら
べ
馬
の
行
幸
に
御
こ（

輿
）し

の
さ
き
に
左
に
し（

師

子

頭

）

ゝ
が
し
ら
を
か（

被
）づ

き
。右
に
こ（

駒

形

）

ま
が
た
を

つ
く
り
て
。
人
の（

乗
）り
た
る
や（
様
）う
に
て
。
二
行
に
た
ち
て
。
左
に
は
そ蘇

芳

菲

は
ん
び
。
右
に
は

こ高

麗

龍

ま
り
よ
う
を
ふ（
吹
）き
て
。
ま（
舞
）ふ
よ
し
す
る
也
。
㉔
い
ま
は
そ
の
事
た
え
て
ひ
さ
し
く
な
り

ぬ
。
㉕
ぶ（

武

徳

殿

）

と
く
で
ん
も
ぼ
ろ

く
。
小（
小
五
月
会
）

五
月
も
た
え

ぐ
。
か
な
し

く
。
い
つ
か
お（
興
）こ

し
た
て
ら
れ
ん
ず
ら
ん
な
。（
括
弧
つ
き
ル
ビ
筆
者
）

【
註
解
】

㉓  　

小
五
月
に
武
徳
殿
で
行
わ
れ
た
競
馬
に
天
皇
が
行
幸
し
た
。
天
皇
の
輿
に
先
導
し

て
、
左
に
は
師
子
頭
を
か
ぶ
っ
た
蘇
芳
菲
、
右
に
は
人
が
乗
っ
た
よ
う
な
格
好
の
駒
形

（
狛
龍
）
が
並
び
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
曲
を
奏
し
舞
っ
た
。

㉔  　
（
嘉
禄
三
年
当
時
で
は
）
す
で
に
小
五
月
の
武
徳
殿
行
幸
の
競
馬
は
行
わ
れ
な
く

な
っ
て
い
た
。

㉕  　
（
嘉
禄
三
年
頃
に
は
）
武
徳
殿
は
老
朽
化
し
、
小
五
月
競
馬
の
行
事
も
絶
え
絶
え
の

状
況
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
み
る
と
、五
月
武
徳
殿
行
幸
競
馬
は
途
絶
え
て
久
し
く
建
物
は
損
傷
激
し
い
状

況
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
や
は
り
賀
茂
競
馬
始
行
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
か
、
あ
る
い

は
そ
の
頃
に
途
絶
え
た
の
で
あ
ろ
う
。本
来
天
皇
が
国
家
行
事
と
し
て
主
宰
す
べ
き
武
徳

殿
競
馬
は
、
賀
茂
社
が
請
け
負
っ
て
代
行
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。

武
徳
殿
競
馬
は
廃
止
さ
れ
た
と
し
て
も
宮
中
（
里
内
裏
）
で
は
種
々
の
節
句
行
事
は
行

わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
日
時
に
天
皇
が
外
出
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た

が
っ
て
賀
茂
競
馬
へ
の
天
皇
行
幸
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文（

一
一
八
三
）

治
三
年
十
一
月
に
、後

鳥
羽
天
皇
が
賀
茂
へ
行
幸
し
て
い
る
が
、そ
の
と
き
催
さ
れ
た
の
は
「
競
馬
」
で
は
な
く

「
走
馬
」
の
神
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
建（

一
一
九
八
）

久
九
年
一
月
十
一
日
に
退
位
し
た
後
鳥
羽
院
は

一
か
月
後
の
二
月
廿
六
日
に
、
上
皇
と
し
て
賀
茂
に
御
幸
し
、
臨
時
の
競
馬
を
催
し
て
い

る
（『
賀
茂
注
進
雑
記
』
第
五
）。
ち
な
み
に
上
皇
と
な
っ
て
か
ら
平
安
朝
競
馬
の
舞
台
で

あ
っ
た
高
陽
院
を
新
造
し
な
お
し
、元（

一
二
〇
五
）

久
二
年
十
二
月
二
日
に
移
っ
て
い
る
。
敷
地
は
平

安
期
に
く
ら
べ
て
半
減
し
て
い
た
が
、

と
馬
場
殿
を
そ
な
え
て
い
た
と
い
う
（
河
田 

三
九
頁
）。
か
な
り
の
競
馬
好
き
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
平
安
後
期
以
降
、
遊
興
と
し
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て
の
競
馬
は
、
決
し
て
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
天
皇
・
上
皇
・
摂
関
家
な
ど
は
、
高

陽
院
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
私
邸
内
に
馬
場
・
馬
場
殿
・

を
設
け
て
日
常
的
に
競
馬
に

興
じ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
っ
た
。
天
皇
も
里
内
裏
に
居
住
す
る
時
代
で
あ
る
か
ら
、

武
徳
殿
競
馬
や
そ
れ
を
継
承
し
た
賀
茂
競
馬
に
た
い
す
る
関
心
が
薄
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。中

世
に
は
い
り
、
天
皇
家
に
代
わ
っ
て
賀
茂
競
馬
を
支
援
し
た
の
は
お
も
に
武
家
で

あ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
や
足
利
尊
氏
が
五
月
競
馬
の
た
め
に
料
所（
開
催
費
用
を
賄
う
た
め

の
領
地
）
を
寄
進
し
、
応（

一
四
〇
一
）

永
八
年
に
は
義
満
が
参
詣
見
物
し
、
天（

一

五

五

二

）

文
二
一
年
に
は
義
輝

が
、
元（

一
五
七
二
）

亀
三
年
に
は
信
長
、
永（

一

五

六

九

）

禄
十
二
年
に
は
義
昭
が
見
物
し
て
い
る
。
ま
た
秀
吉
は
じ

め
名
だ
た
る
武
家
は
優
秀
な
馬
を
供
出
し
て
い
る
（『
賀
茂
注
進
雑
記
』
第
二
「
祭
礼
」）。

武
家
の
み
で
は
な
い
。『
徒
然
草
』
第
四
十
一
段
に
「
車
の
前
に
雑
人
立
隔へ

だ

て
て
見み

え

ざ
り
し
か
ば
、
お
の
く
下お

り
て
、
埒ら
ち

の
き
は
に
寄よ

り
た
れ
ど
、
こ
と
に
人
多お
ほ

く
立た

ち
こ
み

て
、
分
入
ぬ
べ
き
や
う
も
な
し
」
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
賀
茂
競
馬
は
見
物
し
よ
う

と
押
し
か
け
た
雑
人
（
卑
賎
な
人
々
）
で
ご
っ
た
が
え
す
状
況
で
あ
っ
た
。
天
皇
が
行
幸

し
な
い
賀
茂
競
馬
は
、
庶
民
の
娯
楽
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
は
、最
も
重
要
な
上
演
の
場
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る（2）
。

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
前
期
に
か
け
て
、鳥
羽
院
行
幸
の
臨
時
競
馬
の
よ
う
な
例
は
あ
る
も

の
の
、
上
演
機
会
は
か
な
り
減
少
し
た
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
五
月
の
競
馬
節
会
は
、
そ
の
ほ
か
の
大
社
で
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
石
清
水
八

幡
宮
の
五
月
節
会
で
は
、四
人
の
「
駒
形
」
が
で
た
。『
続
教
訓
抄
』
第
十
五
冊
（『
體
源

抄
』
に
ほ
ぼ
同
文
所
引
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（3）
。

五
月

五
日
御
節　

今
日
有
土
祭

先
御
供
奉
備
、
次
小
祝
此
間
敷
直
御
座
南
庇
移
之

次
居
響
膳
諸
座
献
菖
蒲
、
次
少
将
代
次
第
樂

人
等
立
馬
場
殿
乾
角
樓
下
、
次
駒
形
四
人
南
庭
二
行
並
立
左
右
各
二
人
、
次
少
将
代
威
儀
俗

官
副
之

〔
威
儀
俗

言
制
之

〕
下
自
馬
場
殿
經
駒
形
中
入
自
樓
門
出
西
門
廻
庭
南
樓
日
隠
下
立
倚
子
向
正
面
之

持
机〔

札
〕行
事
夏
衆
所
司

等
於
南
庭
行

之
此
間
樂
人
駒
形
等
著
座
飯
殿
、
次
張
綱
懸
的
、
上
於
騎
射
駒
形
等
南
庭

二
行
並
立
、
樂
人
等
立
飯
殿
前
、
少
将
代
經
駒
形
中
退
出
之
時
賜
纒
頭
從
僧
等

取
之
或
俗
官 

駒
形
、
次
上
躍

馬
弓
自
樓
門
出
西
門
列〔

烈
〕埒
北
端
次
第
上
之
（
後
略
）

 

（〔 

〕
内
は
『
體
源
抄
』
所
引
）

《
蘇
芳
菲
》
は
出
ず
、《
駒
形
》
が
左
右
二
組
（
計
四
人
）
が
で
た
。
舞
と
い
う
よ
り
は

競
馬
騎
射
の
さ
ま
を
滑
稽
に
模
倣
す
る
芸
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
連
の
饗
応
、庭
儀
等

の
あ
と
、
綱
を
張
り
、
的ま

と

を
か
け
て
、
馬
場
に
見
立
て
る
。
前
半
の
庭
儀
進
行
を
司
っ
た

少
将
代
（
お
そ
ら
く
稚
児
の
役
か
）
が
纏
頭
（
禄
と
し
て
の
衣
）
を
賜
っ
た
の
ち
、《
駒

形
》
が
演
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
競
馬
・
騎
射
の
舞
人
は
そ
の
ま
ま
躍
り
な
が
ら
楼

門
、
西
門
を
で
て
、
馬
場
に
向
か
い
埒ら

ち

の
北
端
に
立
っ
た
。
そ
の
あ
と
馬
部
が
参
着
し
一

連
の
饗
応
、
神
事
、
所
作
の
の
ち
競
馬
十
番
が
あ
り
、
勝
負
楽
《
陵
王
》《
納
蘇
利
》
が

演
じ
ら
れ
終
了
と
な
っ
た
。

『
江
家
次
第
』
の
臨
時
競
馬
の
記
述
に
み
た
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
を
猿
形
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
例
（
第
一
報
十
三
頁
）
と
同
様
、石
清
水
の
場
合
も
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ
て

演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
お
そ
ら
く
は
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
に
は
定
着
し
た

振
り
付
け
な
ど
は
な
く
、
そ
の
都
度
か
な
り
自
由
に
演
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
石
清
水
五
日
御
節
の
記
録
は
、
神
社
型
競
馬
節
会
の
記
録
の
な
か

で
、
天
皇
の
行
幸
に
関
係
な
く
《
狛
龍
》
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。

こ
の
石
清
水
の
競
馬
節
会
も
後
代
ま
で
は
続
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、右
の
引
用
の
冒
頭

に
「
こ
ん
に
ち
土
祭
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、（『
続
教
訓
抄
』
第
十
五
冊
撰
述
の
）

文（
一
二
七
〇
）

永
七
年
当
時
は
す
で
に
廃
れ
て
い
て
、土
祭
の
斎
行
に
代
わ
っ
て
い
た
。
鎌
倉
初
期
成

立
の
『
宮
寺
縁
事
抄
』
御
供
奉
備
等
事
の
「
御
節
次
第
」
に
は
「
五
日
御
節 

今
日
在
土
祭
、
御

供
以
後
小
祝
、
諸
座
獻
菖
蒲
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
か
ら
、
競
馬
お
よ
び
駒
形
の
舞
を
催
し
て
い
た

の
は
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。『
教
訓
抄
』
巻
第
五
「
高
麗
曲
物
語
」

巻
頭
の
高
麗
楽
曲
の
目
録
に
、《
狛
龍
》
は
《
狛
犬
》
な
ど
と
と
も
に
「
無
舞
曲
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、鎌
倉
前
期
ま
で
に
《
狛
龍
》
の
舞
は
ほ
ぼ
断
絶
し
た
と
み
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ら
れ
る
。《
蘇
芳
菲
》
の
舞
も
同
様
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
楽
の
み
の
演
奏
慣
習
は
以
後
も

存
続
し
た
と
思
わ
れ
る
）。

賀
茂
、
石
清
水
と
な
ら
ん
で
五
月
競
馬
節
会
が
催
さ
れ
た
社
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の

が
近
江
の
日ひ

え吉
社
、
お
よ
び
後
白
河
院
の
創
建
・
勧
請
に
な
る
新い
ま

日ひ

吉え

社
で
あ
る
。
両
社

で
は
「
小
五
月
会
」「
小
五
月
祭
」
と
呼
ば
れ
た
。
日
吉
の
小
五
月
会
は
、
弘（

八

一

九

）

仁
十
年
五

月
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
ま
さ
に
武
徳
殿
の
競
馬
行
幸
で
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
が
天
皇

の
輿
の
前
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
重
な
る
。
た
だ
し
、高
倉
天
皇
御
宇
の

安（
一
一
七
七
）

元
三
年
七
月
五
日
始
行
の
説
も
あ
り
（『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』
巻
中
）、弘
仁
十
年

始
行
説
は
や
や
疑
わ
し
い
。

仁（
一
一
六
六
〜
八
）

安
の
時
、
日
吉
七
社
で
の
競
馬
に
行
幸
が
あ
り
、
そ
の
《
蘇
芳
菲
》
舞
の
作
法
は
、

建（
一
二
〇
三
）

仁
三
年
の
競
馬
行
幸
の
と
き
の
舞
の
作
法
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、『
教
訓

抄
』
の
《
蘇
芳
菲
》
の
項
に
み
え
る
（
第
一
報
註
解
⑰
）。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に

演
じ
方
に
定
式
が
な
く
、そ
の
都
度
自
由
な
ア
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。「
三
十
〜
四
十
年
ぶ
り
の
行
幸
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に

解
釈
可
能
で
は
あ
る
も
の
の
、賑
々
し
く
行
列
す
る
行
幸
は
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
っ
た
の
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
吉
行
幸
舞
楽
と
し
て
も
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の

上
演
機
会
の
減
少
を
意
味
す
る
（
た
だ
し
、日
吉
行
幸
以
外
で
の
上
演
機
会
が
ど
の
程
度

で
あ
っ
た
か
、
こ
の
記
述
か
ら
読
み
取
る
の
は
難
し
い
）。

永（
一
五
一
二
）

正
九
年
成
立
、
豊
原
統
秋
撰
『
體
源
抄
』
第
十
二
巻
ノ
上
「
切
々
断
絶
舞
事
」
に

は
、《
蘇
芳
菲
》
の
舞
の
伝
承
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

或
人
云
、
此
等
ノ
舞
ノ
ウ
チ
舞
絶
タ
ル
切
々
ア
リ
。
尤
存
ス
ヘ
キ
事
也
。（
中
略
）
蘇
芳

菲
七
反
今
ハ
無
カ
如
シ
。

《
蘇
芳
菲
》
は
楽
曲
七
返
分
（
七
帖
）
の
舞
が
あ
っ
た
が
、絶
え
た
に
等
し
い
と
い
う
。

元（
一
六
九
〇
）

禄
三
年
、
安
倍
季
尚
撰
『
楽
家
録
』
巻
之
三
七
「
舞
」
に
い
た
っ
て
は
、
右
の
『
體
源

抄
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
く
の
み
で
、
巻
四
三
「
年
中
奏
楽
」
の
、
駒コ

マ
ヒ
キ率
・
端

午
・
競
馬
の
項
に
も
、『
西
宮
記
』（
前
掲
）
な
ど
の
旧
記
を
引
く
の
み
で
あ
る
。
そ
し

て
、
巻
之
二
四
乾
「
三
皷
加
節
」
に
は
、《
蘇
芳
菲
》
に
「
撥
拍
子
」
と
い
う
拍
子
を
加

え
る
法
が
記
さ
れ
て
い
て
、そ
れ
は
繰
り
返
し
二
返
目
の
と
き
第
二
拍
子
の
み
を
加

く
わ
え
ひ
ょ
う
し

拍
子

に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
此
曲
當
初
有
舞
是
其
法
乎
」
と
割
注
が
あ

る
の
が
興
味
深
い
。
つ
ま
り
楽
の
演
奏
の
み
の
慣
習
は
の
こ
っ
て
い
る
が
、舞
は
完
全
に

絶
え
て
動
作
は
す
で
に
不
明
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。《
狛
龍
》に
い
た
っ
て
は
、

『
楽
家
録
』
を
み
て
も
演
奏
に
関
す
る
記
述
す
ら
な
く
江
戸
前
期
に
お
い
て
演
奏
機
会
は

完
全
に
途
絶
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
と
も
、（
舞
に
関
し
て
は
）
中
世
の
早
い
段
階
で
途
絶

え
た
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
廿
三
や
『
小
右
記
』
に
み
え
る

萬（
一
〇
二
四
）

壽
元
年
の
高
陽
院
行
幸
の
競
馬
は
、後
世
に
『
駒
競
行
幸
絵
巻
』
と
し
て
絵
画
化
さ
れ

た
。
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
本
は
、繪
所
預
の
高
階
隆
兼
も
し
く
は
隆
兼
を
中
心

と
し
た
宮
廷
絵
師
の
作
品
で
、製
作
年
代
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四

世
紀
初
め
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
河
田
昌
之
氏
に
よ
る
、
二
〇
〇
一
、六
五
〜
六
七
頁
）

（
図
17
）。
同
絵
巻
に
は
、競
馬
開
始
前
に
催
さ
れ
た
船
楽
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
詞

書
に
は
「
や
う
く
ふ（

船

楽

）

な
か
く
と
も
こ（
漕
）き
い（
出
）て
た
り 

蘇
芳
菲
駒
形
其（
そ
の
こ
ま
）
駒
な
と
さ
ま
く
ま
ひ

て
」
と
あ
っ
て
、
絵
に
は
池
に
う
か
ぶ
竜
頭
鷁
首
に
楽
人
が
の
っ
て
吹
奏
し
、
中
島
に
は

楽
屋
、
火
焔
太
皷
、
大
鉦
鼓
が
な
ら
び
、
釣
殿
に
は
豪
華
な
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
肝
心
の
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の
姿
は
ど
こ
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
期
の
両

演
目
の
上
演
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

三
、
中
世
に
お
け
る
競
馬
の
地
方
伝
播
と
山
陰
地
方
に
お
け
る
犬
形
・
馬
形
の
シ
シ
頭

日
吉
社
の
小
五
月
会
の
神
幸
お
よ
び
競
馬
は
、（《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
舞
の
有
無
は
さ

て
お
き
）
中
世
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。
永（

一

五

二

〇

）

正
十
七
年
時
で
の
故
事
の
聞
き
書
き

『
日
吉
小
五
月
會
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
三
日
に
八
王
子
宮
の
神
輿
を
二
宮
の
拝
殿
に

移
す
、
四
日
に
二
宮
拝
殿
で
法
華
懺
法
、
二
宮
・
八
王
子
・
十
禅
師
・
三
宮
の
神
輿
を
大
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宮
の
拝
殿
に
移
す
行
事
が
あ
り（4）
、そ
し
て

五
日
に
假
屋
（
御
旅
所
）
へ
の
神
幸
が

あ
っ
た
。
そ
の
出
仕
者
・
祭
具
・
行
事
次

第
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
左
、（ 

）
付

き
ル
ビ
は
校
注
者
、〔 

〕
付
き
ル
ビ
は
筆

者
。

一
番
に
競
馬
廿
一
騎
、
但
所
司
の
大
夫
、

さ（
左
右
）ふ
の
太
（
マ
ゝ
）夫
、
赤
装
束
、
黒
装
束
ニ
而
一

騎
宛
こ
れ
を
か
け
さ
す
、

二
番
ニ
か（

冑

）

ふ
と
、
打
烏
帽
子
、
素
袍
袴
、

ち
い
さ
刀
に
て
持
之
、

（
中
略
）

五
番
ニ
御
ほ（
鉾
）こ
廿
壹
本
、
木
守
の
役
と
し

て
持
之
、
宮
仕
廿
一
人
、〔

お
お
く
ち
＝
大
口
袴
〕

大
口
に

か〔

襲

衣

〕

さ
ね
え
に
て
御
ほ
こ
に
相
そ（
添
）ふ
、

六
番
ニ

兒
ほ〔

凡

人

ヵ

〕

ん
に
ん
廿
一
人
、
大〔
だ
い
ど
う
じ
〕

童
子

ま（
眉
）ゆ
を
つ
く
り
さ（

下

げ

髪

）

け
か
ミ
に
し
て
、

ひ（

緋

縅

）

を
と
し
の
よ（

鎧

）

ろ
ひ
を
着
し
、其
上
に

下
ハ
大
口
、
上
ハ
大
童
子
の
装
束
に

て
、
こ（

黄

金

）

か
ね
つ
く
り
の
太
刀
を
は
き
、

白
柄
の
長
刀
を
右
に
か〔

抱
〕こ
ミ
次
第
尊

場
を
ね〔

練
〕り
、

七
番
ニ
中
座
之
衆
、
常
の
祭
禮
の
こ〔
如
〕と
く

具
足
を
着
し
次
第
に
参
詣
、

八
番
ニ
加〔

駕
〕輿

丁
二
人
、
法
師
、
常
の
祭
禮

の
こ〔

如
〕と
く
罷
上
、則
申
之
上
刻
尊
場
之

か（
假
）り
屋
へ
う
つ
し
奉
り
、
於
神
前
社
家
衆
、
大
宮
、〔
し
ょ
う
し
ん
じ
＝
賀
茂
神
〕

聖
眞
子
、
客
人
の
神
輿
へ
、

ほ（

奉

幣

）

う
へ
い
の〔

祝

詞

〕

つ
と
有
之
、
う
つ
し
の
た
め
也
、

九
番
ニ
か〔

假

屋

〕

り
や
に
お
ゐ
て
御
供
そ
な
ハ
り
、
社
家
衆
、
の〔

祝

詞

〕

つ
と
有
之
、

十
番
ニ
遷
御
、
但
此
時
ハ
祭
〔
常
の
祭
禮
ヵ
〕
禮
の
こ〔
如
〕と
く
、
大
宮
方
、
二
宮
方
ヘ
入
奉
る
事
、

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
神
幸
が
武
者
行
列
で
あ
り
、
ま
た
飾
り
鉾
も
列
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
鎧
冑
や
具
足
を
着
し
た
武
者
の
行
列
は
、ま
さ
に
こ
ん
に
ち
の
因
幡
各

所
で
催
さ
れ
る
麒
麟
獅
子
の
出
る
祭
禮
の
「
神
幸
行
列
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

18
）。
も
ち
ろ
ん
東
照
宮
権
現
祭
を
は
じ
め
と
し
て
江
戸
期
以
降
に
神
幸
行
列
を
始
行
し

た
神
社
も
数
多
く
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、「
武
者
行
列
」
と
い
う
趣
向
は
、
右
の
記
述

か
ら
中
世
に
遡
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
江
戸
期
の
参
勤
交
代
行
列
の
場
合
、幕

府
へ
の
謀
叛
と
み
な
さ
れ
る
武
具
は
着
用
し
な
い
た
め
、「
武
者
行
列
」
は
参
勤
交
代
を

模
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
）。
因
幡
の
い
く
つ
か
の
社
で
は
中
世
か
ら
武
者

行
列
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
た
か
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。同
書
に
は
次
の
よ
う
に

続
く
。

右
小
五
月
会
と
申
ハ
、（

異
）國
對〔
退
〕治
の
表
示
と
し
て
や
ん
こ
と
な
き
祭
な
れ
ハ
、
上
古
ハ
山

門
元
三
會
の
こ〔

如
〕と
く
天
下
の
将
軍
御
つ
と
め
被
成
、そ
れ
よ
り
國
ゝ
の
大
名
衆
へ
さ
し
奉

る
、
末
ゝ
ハ
一
城
の
あ（

主

）

る
し
へ
御
正〔
生
祀
〕祠
に
ふ
か
き
御
ほ〔
鉾
〕こ
一
本
ツ
ヽ
さ
し
奉
る
、
御
ほ〔
鉾
〕こ

一
本
の
施
主
百
石
百
貫
宛
こ
れ
を
よ（

寄
）せ
ら
れ
、
□
〔
廿
ヵ
〕壹
本
の
料
相
〔
あ
い
〕そ〔

揃

い

ら

え

ば

〕

ろ
ひ
ら
へ
ハ
こ
〔
小
五
月
会
を
〕

れ
を

つ
と
め
ら
れ
侍
り
し
、
其
後
絶
て
久
し
き
故
、
語
り
傳
へ
ら
れ
し
趣
次
第
は
か
り
を
末
の

代
の
た
め
書
き
付
残
し
置
申
者
也
、

そ
も
そ
も
宮
中
の
五
月
節
会
は
鎮
護
国
家
を
祈
願
す
る
祭
儀
で
あ
り
、鎮
護
国
家
を
説

く
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
十
巻
を
五
日
間
に
わ
た
っ
て
朝
夕
二
座
一
巻
ず
つ
講
じ
る
「
最

勝
講
」が
競
馬
諸
行
事
に
前
後
し
て
営
ま
れ
た
。
日
吉
の
小
五
月
会
も
そ
の
目
的
は
同
じ

で
「
異
国
退
治
の
表
示
」
で
あ
っ
た
か
ら
、武
者
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
将

図 17　『駒競行幸絵巻』より船楽の場面（部分） （和泉市久保惣記念美術館蔵）
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軍
家
が
主
宰
し
、
そ
の
後
は
諸
国
の
大
名
が
担
い
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
「
一
城
の

主
」
に
、各
々
が
崇
敬
す
る
生せ

い

祀し

（
存
命
中
功
績
の
あ
っ
た
故
人
の
霊
）
に
関
わ
る
鉾
を

奉
納
し
て
も
ら
い
、
そ
の
鉾
を
神
幸
行
列
に
出
す
代
わ
り
に
百
石
百
貫
を
納
め
さ
せ
、
鉾

二
十
一
本
分
の
納
料
が
集
ま
る
と
祭
を
行
っ
た
と
い
う
。
結
果
と
し
て
、続
か
ず
絶
え
て

し
ま
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
日
吉
社
の
小
五
月
会
の
名
と
威
徳
を
全
国

に
知
ら
し
め
る
契
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
は
鎮
護
国
家
祈
願
の
祭
で
あ
る

が
、
換
言
す
れ
ば
外
敵
退
散
を
願
う
祭
で
あ
り
、
そ
れ
が
競
馬
騎
射
で
も
っ
て
武
勇
を
競

う
祭
と
な
っ
て
、全
国
の
大
名
が
自
ら
の
領
地
の
安
穏
を
願
っ
て
競
馬
を
行
う
よ
う
に
な

る
の
は
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。も
し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
各
地
の
天
台
の
拠

点
に
お
い
て
天
台
祭
儀
に
も
と
づ
く
競
馬
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

天
台
宗
山
岳
修
験
の
拠
点
、三
徳
山
三
佛
寺
（
鳥
取
県
三
朝
町
）
に
伝
わ
る
「
木
造
獅

子
頭
」（
図
19
）
は
、
同
寺
の
春
会
式
（
権
現
祭
、
本
尊
蔵
王
権
現
の
祭
）
の
御
幸
と
関

連
し
て
語
ら
れ
て
い
る
遺
物
で
あ

る
。
枝
角
を
も
つ
一
角
、
目
尻
の
切

れ
込
み
、
瞼
の
も
り
あ
が
り
、
小
ぶ

り
の
鼻
の
穴
、
波
う
つ
よ
う
な
口
、

そ
れ
ら
の
要
素
に
お
い
て
『
舞
楽
の

圖
（
信
西
古
楽
図
）』
の
本
編
と
巻
末

補
筆
部
分
そ
れ
ぞ
れ
の
《
蘇
芳
菲
》

の
頭
の
図
様
（
第
一
報
図
5
）
に
類

似
し
、
犬
ら
し
い
特
徴
を
備
え
て
い

る
。
し
か
し
耳
は
円
筒
形
の
立
ち
耳

で
、
犬
と
い
う
よ
り
馬
の
耳
に
ち
か

い
。
こ
の
犬
・
馬
あ
わ
せ
も
っ
た
風

貌
か
ら
し
て
も
、《
蘇
芳
菲
》
用
と
お

も
わ
れ
、
さ
ら
に
は
全
体
に
小
ぶ
り

で
、
そ
し
て
生
え
た
ば
か
り
の
よ
う

な
小
さ
く
短
い
角
か
ら
、
幼
獣
（
仔
犬
・
仔
馬
）
役
の
頭
と
推
測
さ
れ
る
。「
小
ぶ
り
」

で
あ
る
こ
と
は
幼
獣
を
表
す
と
は
限
ら
な
い
が
、生
え
か
け
の
角
は
ま
さ
に
「
幼
獣
の
表

現
」
で
あ
る
。
舞
楽
伎
楽
由
来
の
四
つ
足
獣
の
舞
に
お
い
て
、
幼
獣
が
登
場
す
る
の
は

《
蘇
芳
菲
》
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
佛
寺
の
獅
子
頭
が
、《
蘇
芳
菲
》
の
仔
役
用
で
あ

る
可
能
性
は
高
い
。
一
方
、
現
今
の
麒
麟
獅
子
頭
に
近
い
古
例
と
し
て
は
、
島
根
県
奥
出

雲
町
の
横
田
八
幡
宮
蔵
「
獅
子
頭
」（
図
20
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鎌
倉
五
代
執（

一
二
二
七
〜
一
二
六
三
）

権
北
条
時
頼

の
後
室
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
体
と
し
て
『
教
訓
抄
』（
第
一
報
註
解

⑥
）
に
し
る
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
面
長
（
長
方
体
）
で
、全
体
の
輪
郭
と
し
て
は
馬
の
よ

う
で
あ
る
が
、
垂
れ
耳
で
あ
る
点
と
一
角
が
な
い
点
が
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
裂
け

た
人に

ん
ぢ
ゅ
う中
、
鼻
の
頂
点
と
眉
の
高
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
な
ど
、
現
行
麒
麟
獅
子
の
頭
に
類
似
す
る

意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

《
蘇
芳
菲
》
は
も
と
も
と
犬
形
の
舞
で
あ
っ
た
の
を
競
馬
節
会
行
幸
用
の
舞
と
さ
れ
て

図 18　鳥取市賀露町南　上小路神社の
　　　 猩々・麒麟獅子（上）
　　　 神幸行列のツクリモノのウマ（中）
　　　 神幸行列の武者（下）　　
　　　 （2015 年 4月 29 日　筆者撮影）
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か
ら
、
犬
形
・
馬
形
混
合
の
意
匠
で
も
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
三
佛
寺
の
頭
、
横
田
八
幡
宮
の
頭
は
そ
の
ど
ち
ら
も
、
犬
・
馬
の
特
徴
を
併
せ
も
っ

て
お
り
《
蘇
芳
菲
》
の
頭
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

伯
耆
大
山
中
腹
の
天
台
宗
の
古
刹
大
山
寺
は
、地
蔵
信
仰
の
一
大
拠
点
で
中
世
に
は
多

く
の
僧
兵
を
擁
し
た
大
寺
院
で
あ
っ
た
。そ
の
な
だ
ら
か
な
山
麓
は
ま
さ
に
畜
生
を
も
救

う
地
蔵
の
裳
裾
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
全
国
有
数
の
牛
馬
の
放
牧
地
で
あ
り
、
各
地
よ
り
人

と
馬
の
参
詣
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
前
豊
前
入
道
了
阿
作
、応（

一
三
九
八
）

永
五
年
成
立
の
『
大
山
寺
縁
起

絵
巻
』
第
三
（
原
本
は
昭
和
三
年
大
火
に
よ
り
焼
失
）
に
は
、
国
司
左
京
進
盛
光
が

康（
一
一
〇
二
）

和
四
年
に
参
詣
し
た
と
き
霊
験
を
得
て
始
行
し
た
蓮
華
会
に
競
馬
・
流
鏑
馬
・
相
撲
・

田
楽
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
詞
書
に
あ
り
、
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

隠
岐
の
島
町
玉
若
酢
命
神
社
で
毎
年
（
新
暦
）
六
月
五
日
に
開
催
さ
れ
る
「
御
霊
会
風

流
」
は
、
御
霊
会
、
風
流
と
あ
る
が
、
そ
の
行
事
内
容
は
（
旧
暦
）
五
月
の
競
馬
節
会
、

あ
る
い
は
私
邸
で
の
行
幸
啓
競
馬
そ
の
も
の
で
あ
る
。馬
の
鬣

た
て
が
みの
前
方
部
分
と
尾
毛
を
結

う
の
は
、
伊
勢
神
宮
の
彫
馬
（
第
一
報
図
11-

1
左
）
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
い
へ

ん
古
い
荘
厳
意
匠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
村
（
東
郷
・
飯
田
・
大
久
地
区
）
の
区
長
・
総

代
・
牧
司
へ
の
饗
応
」、「
馬
入
れ
」、
そ
し
て
渡
御
の
あ
と
御
旅
所
前
で
の
「
流
鏑
馬
」、

還
御
の
あ
と
の
「
追
い
流
し
（
す
な
わ
ち
競
馬
）」
と
い
っ
た
行
事
は
、《
蘇
芳
菲
》
に
比

定
さ
れ
る
よ
う
な
シ
シ
舞
は
登
場
し
な
い
も
の
の（5）
、ま
さ
に
萬（
一
〇
二
四
）

壽
元
年
の
高か
や
の
い
ん

陽
院
行
幸
や

石
清
水
八
幡
の
五
日
御
節
で
み
た
よ
う
な
、私
邸
競
馬
次
第
や
大
社
競
馬
の
主
要
要
素
で

あ
り
、伝
承
が
中
世
初
期
か
そ
れ
以
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
私
邸
競

馬
で
は
競
馬
に
さ
き
だ
ち
、
ま
ず
饗
応
が
あ
っ
た
。「
馬
入
れ
」
は
ま
さ
に
「
駒
牽
」
に

相
当
す
る
次
第
で
、神
が
馬
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
御
覧
に
な
る
た
め
の
次
第
で
あ
ろ
う

（6）

（
図
21
）。
山
陰
地
方
に
お
い
て
、
中
世
初
期
か
そ
れ
以
前
に
都
で
行
わ
れ
て
い
た
競
馬

行
事
の
形
式
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
伝
承
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

四
、
因
幡
に
お
け
る
競
馬
行
事
の
広
が
り

以
上
、
平
安
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
中
央
政
権
お
よ
び
賀
茂
・
石

清
水
・
日
吉
に
お
け
る
競
馬
節
会
・
神
事
の
盛
衰
、
地
方
へ
の
伝
播
、
こ

と
に
中
世
山
陰
で
の
競
馬
の
状
況
と
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の
痕
跡
を

概
観
し
た
。
競
馬
の
節
会
に
付
随
し
た
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
は
、
も
と

も
と
天
皇
の
行
幸
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
も
の
が
地
方
に
伝
わ
る
こ
と
に
は
若
干
の
疑
問
が
あ
る
が
、
行

幸
に
関
係
な
く
《
狛
龍
》
が
で
た
石
清
水
八
幡
の
例
も
あ
り
、ま
た
、大

日
堂
舞
楽
の
《
駒
舞
》（
第
一
報
図
7
）
な
ど
の
よ
う
に
馬
の
ツ
ク
リ
モ

ノ
の
舞
は
全
国
に
い
く
つ
か
伝
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
地
方
に
お
い
て

は
行
幸
・
行
啓
用
舞
楽
の
し
ば
り
を
こ
え
て
伝
播
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
鳥
取
市
上
味
野
、
伏
野
、
賀
露
町
南
、
気
高
町
宝
木
の
祭
に
出

る
コ
マ
ガ
タ
（
第
一
報
図
8
、
9
）
は
、
王
朝
時
代
の
《
蘇
芳
菲
》《
狛

図 19　三徳山三佛寺蔵「木造獅子頭」　
　　　 （素描：田鍬智志）

図 20　島根県奥出雲町 横田八幡宮蔵「獅子頭」
　　　 （素描：田鍬智志）
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龍
》
の
す
が
た
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、因
幡
地
方
で
中
世
以
前
に
明

確
に
神
幸
競
馬
の
祭
を
催
し
た
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、近
代
に
は
い

る
ま
で
、
馬
は
農
耕
・
運
搬
な
ど
で
な
く
て
な
ら
な
い
存
在
で
全
国
ど
こ
に
で
も
い
る
動

物
で
あ
っ
た
し
、わ
ざ
わ
ざ
馬
場
を
整
備
し
な
く
と
も
直
線
の
道
さ
え
あ
れ
ば
そ
こ
が
馬

場
と
し
て
使
用
で
き
る
わ
け
で
、村
邑
で
あ
っ
て
も
競
馬
行
事
の
開
催
は
さ
ほ
ど
困
難
で

は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
玉
若
酢
命
神
社
の
御
霊
会
風
流
の
競
馬
の
会
場
も
、神
社
や

御
旅
所
が
面
し
た
道
（
島
北
部
の
隠
岐
一
宮
玉
若
酢
神
社
に
続
く
道
、現
県
道
四
八
五
号

線
）
を
馬
場
と
し
て
お
り
「
馬
場
」
と
称
す
る
場
所
や
馬
場
殿
の
よ
う
な
建
物
は
な
い
。

片
山
村
の
八
幡
宮
（
現
鳥
取
市
河
原
町
片
山
、国
英
神
社
）
は
秀
吉
の
鳥
取
攻
め
で
灰

燼
に
帰
し
て
の
ち
現
在
地
（
私
都
川
の
畔
）
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。『
明
和
五
年
八
上

郡
神
社
御
改
帳
』
に
は
「
馬
場 

拾
間
四
間
」
と
あ
っ
て
、
同
社
に
は
馬
場
殿
（
常
設
の
御
仮

屋
あ
る
い
は

か
）
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、昭
和
十
年
刊
行
『
鳥
取
県
神
社

誌
』の
同
社
項
目
に
は
競
馬
に
関
す
る
こ
と
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
記
録
や
施
設
の
痕

跡
は
遺
っ
て
い
な
く
と
も
、近
世
以
前
は
各
々
の
神
社
で
競
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。
次
に
『
鳥
取
県
神
社
誌
』
か
ら
、江
戸
時
代
も
し
く
は
さ
ら
に
過
去
の

時
代
に
競
馬
を
催
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
神
社
と
そ
の
根
拠
と
な
る
条
を
、因
幡
地
方

の
該
当
神
社
の
み
あ
げ
て
み
る
。（ 

）
内
は
現
行
地
名
、〔 

〕
ル
ビ
は
筆
者
に
よ
る
。

湯
所
神
社
（
鳥
取
市
湯
所
町
）「
神
輿
渡
御
の
節
は
舊〔

鳥
取
城
内
〕

城
内
青
木
の
馬
場
に
御
輿
の
渡
御

を
許
さ
れ
、
そ
の
行
装
盛
大
に
し
て
」

八
幡
宮
（
現
鳥
取
市
馬
場
の
倉
田
八
幡
宮
）「
建
長
年
間
鎌
倉
将
軍
家
亦
當
社
を
尊
崇
せ

し
よ
り
、
代
々
の
國
守
豪
族
の
尊
崇
深
く
（
中
略
）
現
今
其
神
域
を
土
居
ノ
内
と
い

ひ
、
賽
路
を
前
馬
場
、
神
幸
所
を
堂
屋
敷
、
競
馬
場
を
馬
場
、
流
鏑
馬
場
を
的
場
と
称

し
、」

高
岡
神
社
（
鳥
取
市
国
府
町
高
岡
）「
文〔

一
五
〇
一
〜
二
一
〕

龜
永
正
の
頃
は
神
幸
神
事
厳
に
執
行
せ
ら
れ

麻〔
同
市
国
府
町
麻
生
〕

生
村
に
御
旅
所
を
設
く
（
中
略
）
尚
當
社
は
牛
馬
の
守
護
神
と
し
て
農
家
の
崇
敬

篤
く
常
に

を
預
け
祈
願
し
来
り
」

図 21　島根県隠岐の島町 玉若酢命神社「御霊会風流」 （2019 年 6月 5日 筆者撮影）

東郷桟敷での饗応

還御後の「追い流し（乗り返し）」、すなわち競馬

神馬の髷（加茂馬）

「馬入れ」（三番 大久馬）、駒牽に比定される
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意
上
奴
神
社
（
鳥
取
市
香
取
）「
武
家
の
尊
崇
殊
に
深
く
大
祭
に
は
競
馬
騎
馬
等
の
催
物

あ
り
き
。
現
に
馬
場
、
矢
谷
、
馬
洗
、
馬
ノ
井
等
の
小
字
残
り
居
る
に
依
り
て
も
往
時

の
盛
儀
を
想
像
す
る
に
足
る
べ
し
。」

松
上
神
社
（
鳥
取
市
松
上
）「
慶〔

一
六
四
八
〕

安
元
年
六
月
四
日
池
田
光
仲
始
め
て
参
拝
銀
一
枚
を
奉

納
す
、
尚
祭
事
奉
行
を
遣
し
式
典
の
奉
行
せ
し
め
、
神
主
神
子
等
に
至
る
迄
派
遣
の
常

例
を
定
め
ら
る
、明〔

一
六
五
六
〕

暦
二
年
申
四
月
朔
日
の
祭
典
よ
り
古
海
河
原
に
於
て
競
馬
奉
納
を

始
む
、神
輿
渡
御
の
御
旅
所
は
社
地
を
距
る
六
十
餘
町
の
平
坦
な
る
河
原
に
し
て
現
今

此
処
を
拝
殿
と
称
す
」

八
幡
神
社
（
岩
美
町
馬
場
）「
蒲
生
上
下
法
性
寺
鹽
谷
八
楽
山
の
神
馬
場
七
ヶ
村
の
氏
神

に
し
て
八
幡
宮
と
称
す
（
中
略
）
昔
祭
日
に
は
流
鏑
馬
等
の
興
行
あ
り
し
と
か
や
今
里

を
馬
場
と
號
す
る
も
其
故
と
い
へ
り
」

下
船
岡
神
社
（
八
頭
町
船
岡
）「
古
老
の
傳
に
現
社
地
よ
り
北
西
の
方
三
丁
の
處
に
宮
田

及
び
馬
場
先
と
字
す
る
あ
り
、
往
古
此
處
に
笄

〔
こ
う
が
い
の
み
や
ヵ
〕

ノ
宮
鎮
座
せ
ら
れ
猿
田
彦
命
を
祀

る
、
天
正
の
頃
兵〔

へ
い
せ
ん
〕
燹
に
罹
り
社
殿
焼
失
せ
り
」

武
宮
神
社
（
鳥
取
市
気
高
町
下
坂
本
）「
口
碑
に
當
社
往
古
は
郷
中
の
大
社
に
し
て
、
社

地
廣
大
祭
祀
亦
厳
修
せ
ら
れ
た
り
し
が
、
時
の
領
主
龜〔

一
五
五
七
〜
一
六
一
二
〕

井
武
蔵
守
茲
矩
開
墾
を
志
し
、

社
殿
を
字
森
山
に
移
し
社
地
を
開
墾
せ
し
か
ば
祭
祀
軈〔

や
が
〕て
式
微
せ
り
、後
幾
く
も
な
く

し
て
村
民
神
威
を
畏
み
、
社
殿
を
舊
社
地
に
復
興
し
、
以
て
今
日
に
及
べ
り
と
傳
ふ
、

則
ち
神
幸
の
馬
場
な
り
し
と
傳
ふ
る
黒
田
ノ
森
本
社
を
距
る

南
約
一
丁

（
中
略
）
等
の
字
名
を
存
し
」

ち
な
み
に
伯
州
（
鳥
取
県
中
西
部
）
方
面
で
、口
碑
や
地
名
な
ど
か
ら
馬
場
が
あ
っ
た

こ
と
や
競
馬
・
流
鏑
馬
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
神
社
と
し
て
は
、
北
野
神
社

（
倉
吉
市
北
野
）、
方
見
神
社
（
琴
浦
町
上
伊
勢
）、
賀
茂
神
社
（
大
山
町
加
茂
）、
長
田
神

社
（
旧
社
名
八
幡
宮
、
南
部
町
馬
場
）、
岡
成
神
社
（
米
子
市
岡
成
）、
三
輪
神
社
（
淀
江

町
小
波
）
が
確
認
で
き
る
（
同
書
に
よ
る
）。
方
見
神
社
は
古
く
は
伊
勢
を
模
し
た
社
で
、

「
桜
の
馬
場
」「
駿
馬
の
馬
場
」
で
は
三
月
九
日
の
花
見
神
事
で
馬
藝
を
催
し
、内
宮
と
さ

れ
た
方
見
神
社
と
、
外
宮
と
さ
れ
た
「
月
下
ノ
宮
」（
現
同
町
槻つ

き
の
し
た
下
の
槻
下
神
社
）
の
両

社
よ
り
十
二
頭
の
獅
子
を
出
し
た
と
い
う
。そ
の
獅
子
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

現
段
階
未
調
査
で
あ
る
が
、
十
二
と
い
う
偶
数
が
、
石
清
水
八
幡
宮
五
月
節
会
に
で
た

「
駒
形
」
四
人
の
よ
う
に
、
競
馬
の
番
数
（
六
番
立
）
を
想
起
さ
せ
る（7）
。

ま
た
、
岡
成
神
社
で
は
か
つ
て
、
近
く
の
高
丸
山
の
城
主
が
家
臣
を
従
え
て
参
詣
し
競

馬
を
催
し
た
と
い
い
、
社
地
背
後
の
広
場
を
大
名
馬
場
と
称
し
た
と
い
う
（
以
上
、
同
書

に
よ
る
）。
ま
た
会
見
町
宮
前
の
賀
茂
神
社
一
帯
は
か
つ
て
星
川
庄
よ
ば
れ
、
堀
河
天
皇

が
京
都
賀
茂
神
社
競
馬
始
行
に
あ
た
っ
て
寄
進
し
た
競
馬
料
所
（
競
馬
会
の
費
用
・
馬
を

賄
う
た
め
の
領
地
）
二
十
カ
所
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、競
馬
会
に
出
す
馬
を
産
出
し
寄

進
し
た
土
地
で
あ
る
。

『
因
幡
志
』
な
ど
の
諸
史
料
や
土
地
の
言
い
伝
え
な
ど
を
精
査
す
れ
ば
、
こ
の
か
ぎ
り

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
松
上
神
社
と
後
に
も
ふ
れ
る
倉
田
八
幡
宮
は
、池
田
光
仲
お

よ
び
東
照
宮
権
現
祭
を
語
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。

五
、
馬
御
覧
の
儀
に
こ
だ
わ
っ
た
池
田
光
仲

東
照
宮
権
現
祭
始
行
に
際
し
て
麒
麟
獅
子
舞
を
創
作
し
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
池
田
光
仲
で
あ
る
が
、そ
れ
を
示
す
資
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。
光
仲
が
最
も
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
、
シ
シ
舞
で
は
な
く
明
ら
か
に
競
馬
で
あ
り
、

東
照
宮
祭
礼
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
御
旅
所
で
の
競
馬
で
あ
っ
た
。『
因
幡
民
談
記
』
東
照
宮

権
現
宮
勧
請
同
祭
礼
事
（
渡
邉
・
永
井 

二
〇
一
八
所
収
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（ 

）
付
き
ル
ビ
は
校
注
者
、〔 

〕
付
き
ル
ビ
は
筆
者
。

同〔
慶
安
三
年
〕
年
九
月
十
七
日
、
可
有
御
祭
礼
ト
テ
、
城
外
西
郊
十
余
町
ヲ
過
千〔
せ
ん
だ
い
か
わ
〕

代
川
ノ
畔
ニ
御
旅

所
ヲ
被
立
、
其
地
四
方
広
ク
暗（
晴
）渡
リ
、
人
多
ク
集
リ
テ
モ
不
狭
、
清
流
涼〔
涼
し
き
〕敷河
浜
ニ

テ
、
神
意
モ
慰
玉〔

給
〕ラ
ン
ト
覚
〔
覚
ゆ
る
ば
か
り
〕

計
ノ
勝
地
也
、（
中
略
）
神
輿
ヲ
カ〔
舁
〕キ
テ
躍
リ
行
、
偖
〔
さ
て
〕御
旅

所
ニ
行
付
ハ
、（
中
略
）
前
ニ
ハ
長
キ
馬
場
ア
リ
、
馬
宦（

官
）ノ

者
ト〔

共
〕モ

競
馬
ヲ
番

〔
つ
が
〕ヒ

勤
之
、

其
外
御
供
セ
シ
ハ〔

ば
さ
ら
〕

サ
ラ
ノ
練
物
共
、
舞
躍
歌
ヲ
唄
ヒ
夫
々
ノ
藝
ヲ
尽
ス
、
偖
〔
さ
て
〕暫
有
テ
還
御
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ナ
ル
、（
中
略
）
誠
厳
重
如
在
ノ
祭
礼
世
ニ
希〔
稀
な
る
〕成壮
観
、
是
ヨ
リ
後
毎
年
此
日
ヲ
以
式
日

ト
シ
、
大
祭
ヲ
執
行
レ
ケ
ル
、
此
度
供
奉
シ
ケ
ル
侍
以

〔
を
以
っ
て
〕
此
〔
こ
の
た
び
〕
次
一
人
ツ
ヽ
太〔
藩
主
〕守
ノ
御
前

ヲ
通
サ
レ
、
馬
ト〔

ど
も
〕モ
可
有
御
覧
ト
テ
被
〔
言
い
わ
た
さ
れ
〕

言
渡
シ
カ
ハ
、
爰
〔
こ
こ
〕ヲ
晴
ト
馬
具
ヲ
飾
リ
、
皆

思〔
お
も
い
お
も
い
〕

々
ノ
出
〔
い
で
た
ち
〕
立
ニ
テ
、
飼
置
シ
馬
ト〔
ど
も
〕モ
撫
サ
ス
リ
騎
〔
乗
り
〕テ
出
、
世
ニ
珎〔
珍
し
き
〕敷見〔
み
も
の
〕物也
、
太〔
藩
主
〕守
御

座
ヲ
被
構
、
心
閑
ニ
御
覧
ナ
サ
レ
、
近
年
思
召
立
ケ
ル
大
儀
ト〔
共
〕モ
無
礙
被
二
遂
行
一
、
御

悦
甚

〔
は
な
は
だ
〕目
出
度
カ
リ
シ
事
ト〔
ど
も
〕モ
也
、

慶
安
三
年
の
東
照
宮
勧
請
諸
法
事
に
続
く
同
年
の
祭
禮
神
幸
で
、御
旅
所
と
さ
れ
た
場

所
は
、
古
海
河
原
（
現
在
の
鳥
取
市
幸さ

い
わ
い
ち
ょ
う
町
、
昭
和
九
年
通
水
の
新
袋
川
が
千
代
川
に
合

流
す
る
付
近
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
「
長
キ
馬
場
」
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
古
海
に
は

「
古
海
の
渡
し
」
と
よ
ば
れ
る
渡
し
場
が
あ
り
、
ま
た
千
代
川
東
岸
の
半
島
状
の
「
清
流

涼
し
き
河
浜
」が
あ
り
景
勝
地
で
あ
っ
た
。
常
設
の
御
旅
所
馬
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の

は
承（

一
六
五
二
）

応
元
年
で
、二
十
年
後
の
寛
文
十
二
年
に
は
藩
主
の
休
憩
所
「
古
海
の
御
茶
屋
」
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
自
然
の
入
り
江
を
利
用
し
、鴨
場
な
ど
も
設
け
ら
れ
た
。
東
照
宮
の

神
幸
行
列
を
描
い
た
絵
巻
物
は
九
種
ほ
ど
の
伝
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、そ
れ
ら
の
う
ち

比
較
的
古
い
、
十
八
世
紀
半
ば
頃
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
に
は
、
巻
頭
に
か
な
ら
ず
古
海

の
馬
場
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
練
り
歩
く
神
幸
行
列
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る

（
図
22
）。

興
味
深
い
こ
と
は
、競
馬
の
あ
と
の
光
仲
は
供
奉
し
た
侍
（
馬
乗
た
ち
）
に
（
後
日
ヵ
）

馬
を
観
覧
す
る
席
を
も
う
け
る
と
言
い
渡
し
た
こ
と
で
あ
る
。馬
乗
の
侍
た
ち
は
こ
こ
ぞ

ハ
レ
の
舞
台
と
ば
か
り
に
自
慢
の
飼
い
馬
を
馬
具
で
飾
り
た
て
、
自
身
も
着
飾
っ
て
、
光

仲
の
御
前
へ
進
み
出
た
。
光
仲
は
心
閑
か
に
馬
を
な
が
め
て
、「
近
年
思
召
立
ケ
ル
大
儀
」

が
遂
行
で
き
た
こ
と
を
悦
ん
だ
と
い
う
。そ
の
当
時
の
因
州
人
に
と
っ
て
競
馬
自
体
は
お

そ
ら
く
珍
し
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、こ
の
藩
主
の
馬
御
覧
の
儀
は
「
世
ニ
珎
敷
見

物
」
と
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

王
朝
時
代
の
競
馬
節
会
で
は
、
競
馬
に
さ
き
が
け
て
、「
駒こ

ま
ひ
き牽

（
駒
引
）」
の
行
事
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
五
月
五
日
節
に
供
奉
す
る
馬
を
節
日
七
日
前
に
、天
皇
臨
御
の
下
で
簡

図 22　寛延四年（1751）　『東照宮祭礼絵巻』（部分）　（個人蔵・鳥取市歴史博物館寄託／転写：田鍬智志）

（
中
略
）

（
中
略
）

（
後
略
）

神
輿

競
馬

（
中
略
）

シ
シ
と

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

武
者

古
海
の

御
旅
所
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定
す
る
儀
で
あ
る
。
こ
の
日
も
武
徳
殿
行
幸
が
あ
り
、
毛
な
み
、
口
の
中
の
状
態
、
馳
走

の
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
を
み
た
。い
つ
頃
始
ま
っ
た
か
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
甲
田
利
雄
氏
は
、
駒
牽
の
細
儀
が
整
え
ら
れ
た
の
を
承（

八
三
四
〜
八
四
八
）

和
の
頃
と
し
、
ま
た
廃

れ
た
年
代
と
し
て
『
師
元
年
中
行
事
』
な
ど
に
み
え
る
「
近
代
不
被
行
之
」
を
あ
げ
て
い

る
（
す
な
わ
ち
平
安
後
期
か
）。
ま
た
十
世
紀
中
葉
『
九
条
殿
記
』
の
記
述
で
は
、
諸
臣

の
貢
馬
の
毛
付
（
毛
色
な
ど
）
を
申
上
す
る
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
一
九
七
六 

一
九
〇
〜
一
九
三
頁
）。　

前
述
の
、
康（

一
一
〇
二
）

和
四
年
鳥
羽
離
宮
行
幸
の
臨
時
競
馬
で
は
、
五
月
十
五
日
の
競
馬
の
あ
と

の
二
十
四
日
に
馬
御
覧
を
催
し
、
鳥
羽
院
へ
の
献
馬
、
右
大
臣
家
、
内
大
臣
家
、
左
右
馬

寮
そ
れ
ぞ
れ
の
飼
い
馬
の
馳
せ
る
姿
を
堀
河
天
皇
が
観
覧
し
て
い
る（
そ
の
あ
と
俄

に
わ
か

競
馬

三
番
も
あ
っ
た
）（
中
右
記
）。
こ
れ
は
「
近
代
絶
了
」
っ
て
い
た
「
馬
御
覧
」
の
行
事
を

復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、光
仲
が
思
い
巡
ら
し
て
実
現
さ
せ
た
神
幸
競
馬
と
馬
御
覧

は
、平
安
朝
の
為
政
者
た
ち
が
催
し
た
競
馬
の
追
体
験
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
御
旅
所
と

し
て
選
ん
だ
古
海
は
鳥
取
城
の
南
東
（
直
線
二
キ
ロ
強
）
に
あ
る
街
は
ず
れ
の
水
辺
の
景

勝
地
（
図
23
）
で
あ
る
。
平
安
朝
の
鳥
羽
院
が
営
ま
れ
た
場
所
も
、
内
裏
・
京
の
町
よ
り

南
方
郊
外
の
桂
川
・
鴨
川
が
巨
椋
池
に
そ
そ
ぐ
あ
た
り
の
景
勝
地
で
あ
っ
た
。
藤
原
頼
道

が
後
一
条
天
皇
ら
を
招
い
て
競
馬
を
催
し
た
高
陽
院
も
、寝
殿
の
四
方
を
池
泉
が
囲
ん
で

い
た
と
い
う
。平
安
後
期
の
為
政
者
が
帝
を
招
い
て
催
す
競
馬
に
は
水
辺
が
重
要
で
あ
っ

た
。
水
上
で
は
龍
頭
鷁
首
の
船
を
う
か
べ
て
音
楽
を
奏
し
、音
響
的
に
も
視
覚
的
に
も
彩

り
を
添
え
た
。
光
仲
が
水
辺
を
選
ん
で
馬
場
を
も
う
け
、
馬
の
毛
付
を
観
覧
し
た
こ
と

は
、そ
の
よ
う
な
王
朝
時
代
の
為
政
者
た
ち
の
催
し
た
競
馬
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。東
照
大
権
現
を
招
い
て
競
馬
を
催
し
た
真
の
目
的
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る

よ
う
で
も
あ
る
。

中
世
、因
幡
有
数
の
大
社
で
あ
っ
た
と
い
う
八
幡
宮
（
現
倉
田
八
幡
宮
）
に
の
こ
る
江

戸
期
の
祈
願
札
に
は
、同
社
の
神
幸
祭
が
天
正
年
間
の
兵
乱
以
来
二（

マ

マ

）

三
〇
年
間
中
絶
し
て

い
た
が
、寛（

一
七
九
〇
）

政
二
年
に
周
辺
の
大
庄
屋
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
再
興
し
た（8）
旨
が
記
さ
れ
て

い
る
（
喜
多
村
、
二
五
〇
頁
）。
鎮
座
地
を
「
馬
場
」
と
い
い
、
そ
し
て
神
社
境
内
の
二

の
鳥
居
か
ら
一
の
鳥
居
ま
で
西
北
西
方
向
一
直
線
に
の
び
る
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

参
道
は
、
江
戸
時
代
、
馬
場
で
あ
り
、『
明（
一
七
六
八
）

和
五
年
邑
美
郡
神
社
御
改
帳
』
に
は
「
馬
場

道　

立
八
町 

横
四
間
左
右
松
木
有 

」と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
馬
場
を
兼
ね
た
参
道
は
、

光
仲
が
寛（

一
六
六
二
）

文
二
年
に
新
設
し
た
参
道
で
、
現
在
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
数
本
の
こ
る
松
は
、

か
つ
て
は
松
並
木
を
な
し
て
い
て
、こ
れ
は
光
仲
が
参
勤
交
代
の
お
り
に
参
詣
す
る
た
め

図 23　『鳥取御城下全図』より古海の御旅所付近　　　
　　　 （図版出典：鳥取県立図書館所蔵絵図）
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に
旧
領
地
で
あ
っ
た
播
磨
の
舞
子
の
松
を
移
植
さ
せ
た
も
の
と
い
う
（
図
24
）。
石
清
水

八
幡
や
日
吉
社
・
新
日
吉
社
で
は
、
参
道
が
長
い
直
線
と
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
が
馬
場
で

あ
っ
た
。石
清
水
で
は
社
殿
前
か
ら
南
方
向
に
三
の
鳥
居
ま
で
百
数
十
メ
ー
ト
ル
の
直
線

に
の
び
る
参
道
を
「
馬
場
先
」
と
よ
び
、三
の
鳥
居
の
も
と
に
は
競
馬
の
出
発
地
点
を
示

す
「
一
ツ
石
」
が
今
も
残
る
（
即
ち
五
月
節
会
の
競
馬
の
会
場
で
あ
る
）。
日
吉
社
は
二

の
鳥
居
か
ら
東
方
向
に
一
の
鳥
居
ま
で
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
直
線
の
参
道
（
現
県
道

三
一
六
号
線
）
を
現
在
で
も
「
日
吉
の
馬
場
」
と
称
し
て
い
る
。
長
い
参
道
を
備
え
て
競

馬
を
催
す
こ
と
は
大
社
と
し
て
の
格
式
で
あ
っ
た
。光
仲
の
こ
だ
わ
り
は
や
は
り
競
馬
で

あ
り
、因
幡
鎮
守
の
格
式
を
も
た
せ
る
た
め
に
必
要
と
考
え
た
も
の
が
参
道
競
馬
で
あ
っ

た
。

鳥
取
城
内
に
も
馬
場
が
整
備
さ
れ
「
青
木
の
馬
場
」
と
い
っ
た
。
現
在
の
鳥
取
西
高
等

学
校
校
庭
が
そ
の
場
所
に
あ
た
る
。
湯
所
神
社
（
鳥
取
市
湯
所
町
）
の
神
幸
は
青
木
の
馬

場
へ
の
渡
御
が
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
た
、鳥
取
藩
が
競
馬
の
祭
礼
を
重
ん
じ

た
例
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め
に
か
え
て

さ
て
、本
論
第
二
稿
で
は
平
安
朝
に
お
け
る
武
徳
殿
の
競
馬
節
会
と
摂
関
家
や
上
皇
家

の
私
邸
競
馬
、
ま
た
武
徳
殿
競
馬
を
実
質
引
き
継
い
だ
日
吉
、
賀
茂
、
石
清
水
な
ど
大
社

の
五
月
競
馬
、戦
国
大
名
の
競
馬
な
ど
を
概
観
し
た
。
そ
し
て
武
徳
殿
競
馬
節
会
に
つ
き

も
の
で
あ
っ
た
《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
舞
の
消
長
を
も
概
観
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
総

合
し
て
も
、
や
は
り
、
麒
麟
獅
子
舞
は
、
池
田
光
仲
以
前
か
ら
因
幡
に
伝
承
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
光
仲
は
そ
れ
を
東
照
宮
祭
礼
に
（
意
図
的
に
）
採
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
総
合
し
、
そ
し
て
永
井
・
野
津
両
氏
の
説
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
い
え
る
。

一
、《
蘇
芳
菲
》《
狛
龍
》
の
舞
は
、
中
世
初
期
に
途
絶
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ

ろ
ま
で
に
因
幡
に
伝
播
し
た
。十
七
世
紀
に
お
い
て
中
央
の
雅
楽
伝
承
か
ら
両
舞
を
採

り
入
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
、
池
田
光
仲
が
始
め
た
鳥
取
東
照
宮
の
祭
礼
は
、
神
幸
と
競
馬
を
主
体
と
す
る
祭
で

あ
っ
た
。
ま
た
松
上
社
を
天
台
神
道
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、お
な
じ
く
神
幸
と
競
馬

の
祭
を
始
行
し
た
。ま
た
中
世
以
来
の
大
社
で
あ
っ
た
倉
田
八
幡
宮
に
馬
場
参
道
を
整

備
し
た
。
光
仲
の
こ
だ
わ
り
は
明
ら
か
に
競
馬
行
事
そ
の
も
の
で
あ
り
、副
次
的
要
素

で
あ
る
シ
シ
の
舞
で
は
な
い
。

一
、
池
田
光
仲
は
、
慶
安
三
年
の
東
照
宮
勧
請
諸
法
事
に
お
い
て
も
う
け
た
馬
観
覧
の
席

は
、
王
朝
時
代
の
競
馬
節
会
や
私
邸
競
馬
に
お
け
る
「
駒
牽
」「
馬
御
覧
」
に
倣
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
有
職
故
実
を
踏
ま
え
た
行
動
で
あ
り
、己
が
真
の
為
政
者
で

図 24　松並木がのこる倉田八幡宮馬場参道（鳥取市馬場）
　　　 （田中 慶哲〔菖蒲神社麒麟獅子舞保存会〕 撮影）



田鍬智志　競馬節会行幸の舞楽《蘇芳菲・狛龍》から因幡の麒麟獅子舞へ〔二〕

（
三
十
五
）
50

あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。
競
馬
節
会
を
主
宰
す
る
こ
と
こ
そ
が
、光
仲

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
《
蘇
芳
菲
》
に
比
定
さ
れ
る
麒
麟
獅
子
舞
が
、ど
う
い
う
経
緯
で
因
幡

の
地
に
根
付
い
た
の
か
、
説
明
で
き
な
い
点
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
、
と
り
わ
け
、
麒
麟
獅
子
の
特
徴
で
も
あ
る
頭か

し
らの
金
色
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。『
教
訓
抄
』
所
引
の
「
古
記
」（
第
一
報
註
解
⑭
）
に
あ
る
よ
う
に
、頭
が
金
色

で
あ
る
の
は
、
競
馬
行
幸
を
始
行
し
た
弘（

八
一
〇
〜
二
四
）

仁
年
間
の
こ
と
で
あ
り
、『
教
訓
抄
』
撰
述
の

時
代
に
も
な
る
と
、《
蘇
芳
菲
》
は
金
色
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
九
世
紀
頃
、《
蘇

芳
菲
》
が
因
幡
に
根
付
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
、は
た
し
て
豪
奢
な
「
金
箔
押
し
」
の
質

を
十
七
世
紀
中
葉
ま
で
の
長
い
年
月
維
持
で
き
た
か
と
い
う
疑
問
が
わ
き
あ
が
っ
て
く

る
。こ

こ
で
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。、
東
照
宮
祭
礼
始
行
当
初
の
獅
子
は
、
金
色
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。原
島
は
東
照
宮
祭
礼
神
幸
を
え
が
い
た
絵
巻
の
な
か
で
伝
存

最
古
の
、
寛（

一
七
五
一
）

延
四
年
『
東
照
宮
祭
礼
絵
巻
』（
個
人
蔵
）
に
描
か
れ
る
獅
子
は
赤
色
を
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
〇
一
八
）。
ま
た
東
照
宮
拝
殿
正
面
に
か
か
る
「
懸

仏
（
御
正
体
）」（
慶（

一
六
五
〇
）

安
三
年
銘
・
現
大
雲
院
蔵
）
の
上
部
に
は
、
二
頭
の
麒
麟
形
の
獅
子

噛
が
あ
る
が
、こ
れ
も
や
は
り
顔
面
が
赤
で
あ
る
。
伝
存
獅
子
頭
の
な
か
で
最
古
級
と
さ

れ
る
鳥
取
市
国
府
町
岡
益
の
獅
子
頭
も
や
は
り
赤
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、光
仲
以
前
に
因

幡
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
獅
子
の
頭
の
色
は
赤
系
で
、伝
播
し
た
時
代
も
平
安
初
期
ま
で
遡

る
ほ
ど
古
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
東
照
宮
祭
礼
始
行
後
し
ば
ら
く
の
歳
月
を
お
い
て
、
金
箔
押
し
の
頭
が
広

ま
っ
た
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
意
図
で
金
箔
押
し
の
頭
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
何
か
を
参
照
し
て
「
金
色
」
に
し
た
の
な
ら
ば
、
や
は
り
『
教
訓
抄
』
で
あ
ろ
う
。

同
書
を
参
照
し
た
の
か
ど
う
か
、参
照
し
え
た
か
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
こ
と
は
猩
々
の
存
在
で
あ
る
。
寛（

一
七
五
一
）

延
四
年
の『
東
照
宮
祭
礼
絵

巻
』
に
は
、
獅
子
の
先
を
行
く
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
慶（

一
六
五
〇
）

安
三
年
勧
請
祭

の
記
録
で
あ
る
『
因
幡
民
談
記
』
東
照
宮
権
現
宮
勧
請
同
祭
礼
事
の
「
神
輿
ノ
行
列
ノ
次

第
」（
渡
邉
・
永
井 

二
〇
一
八
所
収
）
に
は
、

面
被
廿
人　
　
　

町
人
二
行
被
頭
巾
指
大

〔
大
刀
小
刀
〕
小
突
竹

唐
人
躍
卅
人　
　

町
人
小
童
二
行
唐
人
出
立

愛
宕
参
五
十
人　

町
人
二
行
覆
面
着
笠
脱
下
持
花
籠

道
外
者
拾
五
人　

町
人

（
中
略
）

金
幣　
　
　
　
　

社
人
持
之
着
金
折
烏
帽
子
直
衣
被
鼻
高
朱
面

獅
子　
　
　
　
　

町
人

太
皷　
　
　
　
　

社
人
役
之
烏
帽
子
素
袍

笛　
　
　
　
　
　

右
同
断

と
あ
っ
て
、獅
子
の
そ
ば
に
は
鼻
高
面
を
つ
け
た
金
幣
持
ち
が
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ

よ
り
先
を
歩
く
道
化
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
「
面
被
」（
猩
々
と
同
様
の
面
・
装
束
）
廿

人
が
い
て
、刀
を
差
し
て
竹
枝
を
も
つ
と
い
う
。
こ
の
な
か
の
一
人
が
獅
子
舞
の
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
役
を
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
、こ
の
文
献
か
ら
は
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
役
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、『
寺
社
方
御
法
度
』
慶（

一
六
五
二
）

安
五
年
九
月
御
祭
礼
之

覚
の
「
行
烈
之
次
第
」（
渡
邉
・
永
井 

二
〇
一
八
所
収
）
に
は
、

七
々〔

番
〕　

面
か
ぶ
り
弐
拾
人　
黒
き
物
着　

大
小
さ
し
て　

町
警
固
弐
人
但
道
服

　
　
　
　

右
之
奉
行　

高
木
七
郎
兵
衛

（
中
略
）

十
五
々〔

番
〕　

職
事
金
幣
持　
宮
長
神
主
清
七　

吉
成
神
主
長
太
夫　

棒
衝

　
　
　
　
　
　
但
鼻
高
ノ
面
ニ
金
ノ
立
烏
帽
子
直
垂
着
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笛　

倉
吉
神
主
土
佐
素
袍
袴

十
六
々〔
番
〕　

獅
子　
太
鼓　

倉
田
神
主
中
務
素
袍
袴

　
　
　
　
　
　
　
鐘　
　

吉
成
神
主
内
記
素
袍
袴

と
あ
っ
て
、金
幣
持
と
と
も
に
「
棒
衝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
安
三
年
の
勧
請
祭
記
録

に
「
棒
衝
」
が
な
い
の
は
、
た
ん
に
記
録
漏
れ
で
あ
る
の
か
、「
棒
衝
」
に
相
当
す
る
者

が
い
な
か
っ
た
の
か
何
と
も
判
断
し
が
た
い
。
そ
し
て
、慶
安
三
年
の
勧
請
祭
以
前
に
す

で
に
因
幡
の
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
（《
蘇
芳
菲
》
的
な
）
シ
シ
舞
の
伝
承
が
あ
っ
た
と

し
て
、
そ
れ
に
は
仔
シ
シ
（
仔
犬
・
仔
馬
）
に
相
当
す
る
役
が
い
た
の
か
、
い
な
か
っ
た

の
か
、
こ
れ
ま
た
判
断
し
が
た
い
。
そ
し
て
、「
棒
衝
」
が
仔
シ
シ
（
仔
犬
・
仔
馬
）
に

相
当
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
、
こ
れ
も
ま
た
判
断
し
が
た
い
。
そ
の
シ
シ
舞
に
『
江
家

次
第
』
に
み
た
よ
う
な
「
猿
」
化
し
た
役
（
第
一
報
十
三
〜
四
頁
）
が
い
た
の
か
否
か
、

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
山
積
で
あ
る
。

さ
し
あ
た
っ
て
現
段
階
で
の
筆
者
の
見
解
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

（
一
）
麒
麟
獅
子
舞
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
《
蘇
芳
菲
》（
あ
る
い
は
そ
の
番
舞
の
《
狛

龍
》）
は
、
日
吉
社
・
新
日
吉
社
の
小
五
月
会
の
よ
う
な
天
台
系
の
競
馬
祭
礼
と
と
も

に
因
幡
の
地
に
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。三
佛
寺
の
幼
獣
の
角
を
も
つ
頭
や
神
幸
の

武
者
行
列
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
二
）
そ
の
よ
う
な
祭
礼
が
因
幡
に
伝
播
し
た
時
期
の
上
限
は
平
安
後
期
、
下
限
は
鎌
倉

期
前
期
と
推
定
さ
れ
る
。

（
三
）
鳥
取
藩
初
代
藩
主
池
田
光
仲
が
創
始
し
た
鳥
取
東
照
宮
権
現
祭
は
、
王
朝
時
代
に

為
政
者
が
催
し
た
競
馬
行
事
を
意
識
し
つ
つ
も
、因
幡
の
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
競
馬

祭
礼
を
あ
る
程
度
採
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。競
馬
祭
礼
と
と
も
に
採
り
入
れ

た
シ
シ
舞
が
、《
蘇
芳
菲
》
に
比
定
さ
れ
る
舞
で
あ
る
こ
と
を
、
光
仲
が
承
知
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

（
四
）
因
幡
に
根
付
い
た
頃
の
《
蘇
芳
菲
》
の
頭
は
金
色
で
は
な
く
、
因
幡
東
照
宮
祭
礼

に
そ
の
シ
シ
舞
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
以
降
（
江
戸
中
期
か
）、
頭
を
金
色
に
す
る
な
ど

の
ア
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ
、
そ
の
様
式
が
因
幡
中
に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
吉
社
の
動
物
と
い
え
ば
、
馬
と
、
そ
し
て
山
王
権
現
の
使
い
と
さ
れ
る
猿
で
あ
る
。

鳥
取
東
照
宮
別
当
寺
淳
光
院
の
別
当
と
し
て
招
か
れ
た
天
台
僧
、
栄
春
は
、
家
康
の
信
頼

を
得
た
天
海
の
弟
子
で
あ
る
。
因
幡
の
祭
礼
、そ
し
て
麒
麟
獅
子
舞
の
歴
史
を
解
明
す
る

に
は
、
光
仲
以
前
、
光
仲
以
後
、
と
も
に
、
天
台
神
道
か
ら
の
視
座
が
必
要
で
あ
る
。
中

近
世
に
お
け
る
日
吉
社
の
動
向
、因
幡
に
お
け
る
天
台
拠
点
の
動
向
な
ど
踏
ま
え
て
今
後

精
査
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

註1　
『
賀
茂
皇
大
神
宮
記
』
に
は
「
か
の
武
徳
殿
の
面
影
を
う
つ
し
て
」
と
あ
り
、『
競
馬
記
』
に
は
「
往

古
内
裏
武
徳
殿
に
お
い
て
取
行
せ
給
し
面
影
を
移
し
」と
あ
る（
吉
川 

一
九
八
〇
、八
四
一
〜
二
頁
）。

2　
『
百
錬
抄
』
の
寛（
一
〇
九
三
）

治
七
年
（
賀
茂
競
馬
創
始
）
以
降
の
記
事
（
正（
一
二
六
〇
）

元
元
年
ま
で
）
を
み
て
も
、五
月
の

賀
茂
競
馬
に
行
幸
・
御
幸
し
た
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
単
に
記
録
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
時
代
が
く
だ
る
ほ
ど
武
家
主
催
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
賀
茂
競
馬
に
天
皇
が
行

幸
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

3　
『
続
教
訓
抄
』
の
内
容
を
多
く
引
い
て
い
る
『
體
源
抄
』
は
、
十
一
巻
上
に
、
こ
の
条
を
拾
っ
て
い
る

が
、
冒
頭
に
「
宮
寺
恒
例
神
事
八
幡
宮
次
第
略
記
量
秋
自
筆
寫
載
之
」
と
い
う
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
豊（
？
〜
一
四
四
一
）

原
量
秋
自
筆
本
『
続
教
訓
抄
』
に
こ
の
よ
う
な
表
題
は
な
い
。

4　

以
下
、
日
吉
上
七
社
の
旧
社
名
（
現
社
名
）
と
祭
神
（
本
地
仏
）。

 

大
宮
（
西
本
宮
）
祭
神
は
大
己
貴
神
（
釈
迦
）。
二
宮
（
東
本
宮
）
は
大
山
咋
神
（
薬
師
）。
聖
真
子

（
宇
佐
宮
）
は
田
心
姫
神
（
阿
弥
陀
）。
八
王
子
（
牛
尾
宮
）
は
大
山
咋
神
荒
魂
（
千
手
観
音
）。
客
人

（
白
山
宮
）
は
菊
理
姫
神
（
十
一
面
観
音
）。
十
禅
師
（
樹
下
宮
）
は
鴨
玉
依
姫
神
（
地
蔵
）。
三
宮

（
三
宮
）
は
鴨
玉
依
姫
神
（
普
賢
ま
た
は
大
日
）。

5　

玉
若
酢
命
神
社
ほ
ど
近
く
の
隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
の
舞
楽
に
で
る
《
獅
子
》
は
、芸
態
で
い
え
ば
《
狛

犬
》
に
比
定
さ
れ
る
が
（
第
一
報
三
頁
）、一
角
と
馬
の
よ
う
な
円
筒
形
の
耳
を
も
つ
頭
（
第
一
報
図

3
）
が
《
蘇
芳
菲
》
的
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。

6　

流
鏑
馬
は
、
神
輿
が
御
旅
所
に
安
置
さ
れ
て
い
る
間
に
行
わ
れ
る
が
、
競
馬
は
神
輿
還
御
の
あ
と
に

行
わ
れ
、
余
興
的
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

7　

関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、東
照
宮
祭
礼
最
初
期
の
記
録
（『
因
幡
民
談
記
』
東
照
宮

権
現
宮
勧
請
祭
礼
「
神
輿
ノ
行
列
ノ
次
第
」
や
『
寺
社
方
御
法
度
』
慶（
一
六
五
二
）

安
五
年
九
月
御
祭
礼
之
覚
「
行

烈
之
次
第
」）
に
目
を
や
る
と
「
競
馬
拾
二
疋
」
と
な
っ
て
い
て
十
二
頭
六
番
立
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
、
十
二
頭
の
獅
子
を
競
馬
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
解
す
が
、
根
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
。
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8　

山
名
豊
国
と
鳥
取
城
主
武
田
高
信
の
戦
い
の
天（
一
五
七
三
）

正
元
年
か
ら
寛（
一
七
九
〇
）

政
二
年
ま
で
を
数
え
て
も
二
一
七
年

間
。
同
社
は
天（
一
五
八
一
）

正
九
年
の
豊
臣
秀
吉
因
幡
侵
攻
の
際
に
兵
火
に
焼
か
れ
た
。
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》
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演
に
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づ
く
。

付
記
二　

折
し
も
世
の
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
各
地
の
祭
禮
は
軒

並
み
中
止
・
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
初
午
祭
に
麒
麟
獅
子
が
出
る
地
区
の
調
査
や
日

吉
大
社
山
王
祭
な
ど
の
調
査
を
考
え
て
い
た
矢
先
、
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
終
息
を
待
つ
し
か
な
い
。
感
染
が
終
息
し
調
査
研
究
再
開
次
第
、
続
稿
を
ま
と
め

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。（
令
和
三
年
二
月
廿
日
記
）
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From the Bugaku Dances Sohōhi and Komaryo Performed 
at the Kurabeuma-no-sechie to the Kirin-jishi Dance of Inaba 

(Part Two)

TAKWA Satoshi

In an earlier paper (part one), I have highlighted the possibility that the Kirin-jishi dance handed down in Inaba area (to 

the east of Tottori prefecture) could be identified with the bugaku pieces Sohōhi and Komaryo that appeared in Kurabeuma-

no-sechie, ancient horseracing ceremonies. In this paper (part two), after reviewing the historical changes of Kurabeuma-no-

sechie, Sohōhi and Komaryo, I analyze the propagation of the Kurabeuma festival in Inaba and in the San'in area. Based on 

these findings, I consider the purposes of the Kurabeuma (Gongen-festival) which was initiated by Ikeda Mitsunaka, the first 

feudal lord of Tottori Domain. The hypotheses I reach in this paper can be summarized as follows.

1）Sohōhi (and the accompanying tsugaimai dance Komaryo), which are considered to be the source of Kirin-jishi, probably 

spread to Inaba area together with Tendai-style Kurabeuma festivals, like the Kosatsuki-e festivals of Hie shrine and Ima-Hie 

shrine. The existence of a medieval shishi mask of Sanbutsu-ji temple with a small horn (representing early childhood), the 

festival parades where Kirin-jishi can be seen, and the warrior procession, are all evidence pointing toward this conclusion.

2）We can presume that festivals of the kind of the Kosatsuki-e propagated to Inaba during the late Heian period at the 

earliest, or during the early Kamakura period at the latest.

3) Given the significance of this kind of celebrations which were presided by Heian-period administrators, we can presume 

that the Gongen-sai festival of Tottori-tōshōgu shrine – started by Ikeda Mitsunaka – was modeled after horseracing 

ceremonies like the Kurabeuma-no-sechie, which had already spread to the Inaba region. It is also possible that Mitsunaka 

knew that the shishi dance introduced in Inaba together with these horseracing ceremonies was a dance comparable to 

Sohōhi.


